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Ⅰ関西大学大木マップ
（吹田の古木・大木VOLⅢより）

大木調査
（集約結果）

VOLⅠ

↓

VOL Ⅲ

表紙→

吹田市内での

大木調査は
Ⅰ 1997年

Ⅱ 2007年

Ⅲ 2017年

と、３回実施した。

2017年調査後、

2018年台風21号

による倒木が多

数発生し、集約が

遅れていたが、

2019年4月

（冊子完成）

2019年5月

（マップ完成）

で完了しました。

大木にはまり２０

年間、大木からい

ろいろ教えてもら

い、育てられまし

た。

大木の楽しさを知

ることができた最

高の場所が、「関

西大学」
でした。

今日そことを、皆

さんに紹介できれ

ば、と思っていま

す。
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①植物の楽しみ方

１）名前を覚える

花・葉・実・幹

２）いろんな場所

風景・写真・絵

３）植生全体・生態系

調査・里山管理

４）樹の大きさ

幹周り・高さ

②日本の巨樹



Ⅱ 気になる大木・関西大学

大木691
関大で、最も大事に

されている木

←691

←662

←695

大木690

大木682

主幹は枯れたが、根元から出てきた

ひこばえが、大き、育っている。

大木２世として、大事にされている。

主幹の樹皮が、剥が

れ始めており、早晩

枯れる可能性が大き

い。

大木691と、下記③ある枯れた大木690は、ほ

ぼ同じ環境に植えられています。

しかし、691の地下(タイル下)には導水パイプ

が敷かれており、水不足はない筈の木です。

①

②

③

④

↑

←┻ ③No690、④No682、更に⑨1997年No143は



しぶとく生きる木

第２学舎前クスノキ

（No656 368㎝）

大木694 大木1672

上記⑤No694、⑥NO1672の２本、前頁③No690クスノキの３本は、関

西大学が大木を大事に管理している、象徴木である。

←No694クスノキ(現在)

2007年調査時に移稙したばかりで、包帯が巻かれていたが、今では

枝葉を広げ葉の緑が鮮やかである。

No1672エノキ(現在)→

2007年調査のすぐ後、2008年に校友・父母会館建設のため、移植さ

れた木である。こちらも元気に枝葉を伸ばしている。

但し、校友・父母会館建設時(2008年)に、2007年大木のク

スノキ２本、クロマツ２本、プラタナス１本の５本が、伐採さ

左 No666マツ（クロマツ）、 右 No667メタセコイア

いまも元気

1997年主幹内部が朽ち初め、サルノコシカ

ケができていた。2007年には新しい根がで

き始め、現在はこの新根が利用されている。

⑤ ⑥ 校友

⑦
⑧



無くなった木の内⑫～⑬は台風被災木

右下図の

拡大写真と

現在の景

色

銅像と重なっ

ているの木の

位置から、大

木が無くなっ

たことがわか

る

Ⅲ 関西大学で無くなった木

⑪100周年記念会館東側 プラタナス2007年No899 275㎝

⑫100周年記念会館西側 ヒマラヤスギ2017年No1665 209㎝

⑬簡文館前広場 ヒマラヤスギ2017年No692 237㎝

Ⅳ 台風被災木で枝切りされた木

⑭北門入口 エノキ

2017年No705 394㎝

2018年台風21号に被災するも、

左写真の通りで

あったが、最近、今後の被災

⑨

Ⅴ 今日関大にいた鳥

1997年Ｎｏ143

445㎝ 1997年No144 366㎝

2017年No662 411㎝


